
電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第37回 最優秀賞

Cooperation patterns of 
members in networks 
during co-creation

楊　鯤昊 東京大学　大学院総合文化研
究科　博士課程後期課程3年　

本論文は、オンライン上の共創活動による小説創作では、創造的役
割は周辺メンバーが、その修正の役割を中心メンバーが持つことを3
つのデータセットを用いて明らかにした。新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）によるテレワークの作業効率が問題になっている折、オ
ンラインの共同作業での役割分担を明確にしたという点でタイムリー
であり、社会の求める研究成果である。学生はデータ収集、分析など
中心的役割を果たし、論文発表等アクティビティも高く、テレコム学際
研究学生賞の最優秀賞に値する。

論　文

藤崎　樹 東京大学 大学院総合文化研
究科　博士課程後期課程3年
東京大学 大学院総合文化研
究科　教授

　

著　者 所　属 評　価

植田     一
博

　

海外学会誌　　Springer 
Nature，Scientific Reports，
2021年6月

令和03年

　

　

　

　

　

論文番号：601

第37回 奨励賞

Emotion-Involved 
Human Decision-Making 
Model

飯沼　楓 電気通信大学　情報理工学研
究科　機械知能システム学専
攻　修士2年

本論文は、感情ダイナミクスを組み込んだ新たな意思決定モデルを
提案し、感情によって非合理的な行動を選択する要因を分析するこ
とで、非合理的な行動選択の回避策について論じている。実際の裁
判記録を集め、提案モデルによって非合理的な行動を説明している
点を評価する。今後はより多くの事例を解析することが望まれる。

論　文

小木曽　公
尚

電気通信大学　情報理工学研
究科　機械知能システム学専
攻　准教授
　

　

著　者 所　属 評　価

　

海外学会誌　Taylor & 
Francis，Mathematical and 
Computer Modelling of 
Dynamical Systems

令和03年

　

　

　

　

　

論文番号：607
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第37回 奨励賞

Finding and Generating a 
Missing Part for Story 
Completion

森　友亮 東京大学 大学院情報理工学
系研究科　博士後期課程５年

本論文は、ストーリのどこに欠落があるかを予測し、文章を補完する
深層学習手法を提案している。小説の執筆活動の創作支援という観
点から書かれた論文で着眼点は独創的であり、論文としての完成度
も高い。欠落文書の位置推定や欠落している文書の補完についてと
もに不十分であり、得られた成果は直ちに有用であるとまでは言えな
いが、学際研究としての意義は大きい。

論　文

山根　宏彰

原田　達也

理化学研究所 革新知能統合
研究センター　特別研究員
東京大学 先端科学技術研究
センター　講師
東京大学 先端科学技術研究
センター　教授

著　者 所　属 評　価

椋田　悠介

　

国際会議　The 4th Joint 
SIGHUM Workshop on 
Computational Linguistics 
for Cultural Heritage, Social 
Sciences, Humanities and 
Literature2020年12月

令和03年

　

　

　

　

　

論文番号：610

第37回 奨励賞

アルゴリズムの判断はい
つ差別になるのか ―
COMPAS 事例を参照し
て

前田　春香 東京大学大学院学際情報学
府　博士後期課程1年

アルゴリズム差別はAIの重要課題として注目を集めている。本論文
は、技術倫理の側からではなく倫理学の規範理論を適用し、具体的
には人種的バイアスが議論になったCOMPAS（アメリカの再犯リスク
評価プログラム）について検証を行い、個人の尊厳に反するような表
現を提示することで道徳的に不正な差別を行っていることを示した、
挑戦的かつレベルの高い学際的研究である。今後は他の事例にも
取り組まれ、研究の深化・発展に期待する。

論　文

　

　

　

著　者 所　属 評　価

　

国内学会誌　応用倫理，
2021年3月

令和03年

　

　

　

　

　

論文番号：608
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第37回 奨励賞

知識構築活動におけるア
イディア向上プロセス分
析に基づく学習成果を向
上させる条件

川久保 アン
ソニージェイ
 太稀

静岡大学大学院総合科学技
術研究科情報学専攻　修士課
程2年

本論文は、アイディアという抽象的な概念について、Problem-based 
Learning (PBL)に参加した大学生のノートに基づいてアイディア向上
のプロセスを分析し、アイディア向上と学習成果を上げる3条件を明
らかにした点、またその際、学生同士の対話音声について定性分析
も行っている点が評価できる。まだ限定的な状況の下での結果であ
ること、分析・評価手法の一部に関して主観的な部分が見られること
は今後改良すべき点と思われる。

論　文

大島　純 静岡大学情報学部　教授

静岡大学情報学部　教授

　

著　者 所　属 評　価

大島　律子

　

国内学会誌　日本教育工学
会，日本教育工学会論文
誌，
2021年6月

令和03年

　

　

　

　

　

論文番号：603

第38回 入賞

Wi-CaL: WiFi Sensing 
and Machine Learning 
Based Device-Free 
Crowd Counting and 
Localization

CHOI 
HYUCKJIN

奈良先端科学技術大学院大
学　大学院生 (博士後期課程)

本論文では、WiFiのチャネル状態情報（CSI）を用いたワイヤレスセン
シングとして、小型のWiFiモジュールESP32をデバイスとして使用し、
機械学習さらには深層学習を導入することによって、室内環境にお
ける群衆の人数と位置を同時に推定する方法を提案している。情報
通信技術の社会展開に位置付けられる研究内容であり、テレコム学
際研究学生賞に相応しいと評価する。受賞学生は本論文に対して大
きく貢献し、将来有望な若手研究者として活躍が期待される。

論　文

藤本　まなと

三崎　慎也

大阪公立大学　准教授

奈良先端科学技術大学院大
学　大学院生 (博士後期課程)
奈良先端科学技術大学院大
学　大学院生 (博士後期課程)

著　者 所　属 評　価

松井　智一

奈良先端科学技術大学院大
学　教授

安本　慶一

海外学会誌　IEEE，IEEE 
Access，
2022年3月

令和04年

　

　

　

　

　

論文番号：524
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第38回 入賞

Gaze+Lip: Rapid, Precise 
and Expressive 
interactions Combining 
Gaze Input and Silent 
Speech Commands for 
Hands-free Smart TV 
Control

蘇　子雄 東京大学大学院　学際情報学
府　総合分析情報学コース　
修士課程1年

本論文では、行為を行うもの（例えば話者）に対するフィードバックの
影響による行為主体感の変化を実験的に解明した。行為主体感を
高められるとより積極的な会話等になるという注目すべき結果を得て
いる。このことは人間が制御する将来のロボット等ではなく、メタバー
スの時代にはいかに積極的に仮想空間で活動し仮想社会を活性化
することへ繋がると考えられるユニークな研究であり、テレコム学際
研究賞にふさわしいと評価する。

論　文

張　.磊

暦本　純一

東京大学大学院　情報学環　
総合分析情報学コース　特別
研究員
東京大学大学院　学際情報学
府　総合分析情報学コース　
博士課程2年
東京大学大学院　情報学環　
総合分析情報学コース　教授

著　者 所　属 評　価

木村　直紀

　

国際会議　The 2021 ACM 
Symposium of Eye Tracking 
Research & Applications，
The 2021 ACM Symposium 
of Eye Tracking Research & 
Applications，
2021年5月

令和04年

　

　

　

　

　

論文番号：602

第38回 奨励賞

ZEL: Net-Zero-Energy 
Lifelogging System using 
Heterogeneous Energy 
Harvesters

有田　充 九州大学大学院システム情報
科学府　大学院生（修士課程1
年）

本論文は、太陽電池を場所推定や行動認識などのライフログ情報を
推定するためのセンサーかつ電源として利用する新しいゼロエナ
ジーライフロギングシステムを提案し、実証実験によって、高精度で
場所や運動の推定が行え、かつバッテリレスでの稼働率99.6%が達
成できることを確認している。今後は、実用化に向けたデバイスの小
型化の他、推定可能な状態の多様化、使用上の制約の明確化や緩
和などの展開に期待する。

論　文

中村　優吾

荒川　豊

九州大学大学院システム情報
科学研究院　助教
公立はこだて未来大学　准教
授
九州大学大学院システム情報
科学研究院　教授

著　者 所　属 評　価

石田　繁巳

　

国際会議　The 20th 
International Conference on 
Pervasive Computing and 
Communications (PerCom 
2022)2022年3月

令和04年

　

　

　

　

　

論文番号：528
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第39回 最優秀賞

IteraTTA: An interface 
for exploring both text 
prompts and audio priors 
in generating music with 
text-to-audio models

矢倉　大夢 筑波大学大学院 システム情
報工学研究群 知能機能シス
テム学位プログラム　博士後
期課程 3年

世の中は、まさに生成AIにより大きなパラダイムシフトが起きつつあ
る。本論文は、人間の創造的行為の1つである楽曲生成を、この生
成AIを利用しつつ、作曲者の意志を反映しうるシステムを開発してい
る。論文のみに閉じた研究が多い中、Webサービスとして公開し、25
万曲が作成される等、その実学的インパクトも大きい。受賞学生は、
第37回テレコム人文学・社会科学学生賞 奨励賞、第38回テレコムシ
ステム技術学生賞 入賞に続き、今回は最も優れた研究に贈られる
最優秀賞を授賞することとなり、まさにこれから技術者・研究者として
活躍してくれることを審査員一団確信し、表彰することとした。

論　文

後藤　真孝 産業技術総合研究所 人間情
報インタラクション研究部門　
首席研究員
　

　

著　者 所　属 評　価

　

国際会議　The 24th 
International Society for 
Music Information Retrieval 
Conference (ISMIR)，
Proceedings of the 24th 
International Society for 
Music Information Retrieval 
Conference，
2023年11月

令和05年

　

　

　

　

　

論文番号：612

第39回 入賞

Knowing the intention 
behind limb movements 
of a partner increases 
embodiment towards the 
limb of joint avatar

Harin 
Hapuarachc
hi

豊橋技術科学大学　大学院工
学研究科　情報・知能工学専
攻　博士後期課程1年

本論文は、アバターを複数人で分担して操作する際、他人が操作す
る身体部位についても、その意図を予測できれば身体所有感や行為
主体感が高まることを明らかにしている。本研究で取り扱った問題に
は新規性があり、障がい者による共同作業の実施やAI義肢の認識と
も関連しており、学際研究として大きな意義がある。受賞学生の本研
究への貢献度は高く、テレコム学際研究学生賞にふさわしいと評価
する。

論　文

北崎　充晃 豊橋技術科学大学　大学院工
学研究科　情報・知能工学系　
教授
　

　

著　者 所　属 評　価

　

海外学会誌　Nature 
publishing，Scientific 
Reports，
2022年7月

令和05年

　

　

　

　

　

論文番号：614
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第39回 奨励賞

Unsupervised Learning 
of Domain-Independent 
User Attributes

石川　雄一 九州大学大学院システム情報
科学府情報理工学専攻　博士
課程2年

Eコマースサイトの購買行動からユーザの心理属性をシステムに学
習させようとするとき、例えば食品や衣料の購買行動のみに影響を
与えるドメインの心理属性だけではなくて衣食住全般にまたがる幅広
い行動に影響を与える性格や価値観などの属性も無視できない。本
作品ではそのようなドメイン非依存の心理属性を反映した表現の新
しい学習方式を提唱し、その有効性を検証した点が評価できる。提
唱しているリカレントニューラルネットワークの実用可能性については
今後さらなる研究が必要である。

論　文

ロベルト　レ
ガスピ

中村 優吾

KDDI総合研究所　コアリサー
チャー

KDDI総合研究所　コアリサー
チャー
九州大学大学院システム情報
科学研究院　助教

著　者 所　属 評　価

米川 慧

公立はこだて未来大学システ
ム情報科学研究科　准教授

石田　繁巳

海外学会誌　IEEE，IEEE 
Access，
2022年11月

令和05年

九州大学大学院システム情報
科学研究院　准教授

峯　恒憲

九州大学大学院システム情報
科学研究院　教授

荒川　豊

　

　

　

論文番号：607

第39回 奨励賞

CalmResponses: 
Displaying Collective 
Audience Reactions in 
Remote Communication

前田　清洲 東京大学学際情報学府　修士
1年

本論文では、1対多の遠隔コミュニケーションにおいてPCのWebカメラ
から得た聴衆の視線と頷きを収集し、データ視線はヒートマップで、
頷きは力ーソルの軌跡を用いて、話者にリアルタイムで提示するシス
テムを試作した。複数の聴衆と話者の参加による実験的評価の結
果、話者の言い淀みの減少や発表に対する自己評価の増加が確認
された。海外留学に伴う本研究の主体的遂行など、受賞者の研究に
対する高い向上心は評価できる。

論　文

荒川　陸 カーネギーメロン大学　博士1
年
東京大学情報学環　教授

　

著　者 所　属 評　価

暦本　純一

　

国際会議　ACM 
International Conference on 
Interactive Media 
Experiences2022年6月

令和05年

　

　

　

　

　

論文番号：601

（6）



電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第39回 奨励賞

Explorative Study of 
Perceived Social Loafing 
in VR Group Discussion: 
A Comparison Between 
the Poster Presentation 
Environment and the 
Typical Conference 
Environment

鎌田　光太
郎

北陸先端科学技術大学院大
学　先端科学技術研究科　博
士前期課程１年

本論文は、VRを用いた遠隔グループディスカッションにおいて、現実
空間での会議のような臨場感がないことから、参加者に緊張感が失
われかねないという「社会的手抜き」を、自身が認識する「手抜き」と
他のメンバーが認識する「手抜き」に分けて調査し、「手抜き」が発生
する条件やその認知の解明を試みるという興味ある着眼点を以て、
オンライン会議を集団心理学的に分析することを試みるものである。

論　文

渡会　隆哉

高島 健太郎

公立はこだて未来大学　シス
テム情報科学部　学部４年
北陸先端科学技術大学院大
学　先端科学技術研究科　助
教
北陸先端科学技術大学院大
学　先端科学技術研究科　講
師

著　者 所　属 評　価

王 子洋

公立はこだて未来大学　シス
テム情報科学部　教授

角 康之

国際会議　IFIP Conference 
on Human-Computer 
Interaction，INTERACT 
2023: Human-Computer 
Interaction . INTERACT 
2023，
2023年8月

令和05年

北陸先端科学技術大学院大
学　先端科学技術研究科　教
授

由井薗　隆
也

　

　

　

　

論文番号：608

第39回 奨励賞

表情に基づく動画再生速
度の自動調節による外国
語学習支援システムの実
装と理解度に与える影響
の評価

西田　直人 東京大学大学院学際情報学
府学際情報学専攻　修士1年

動画による外国語学習において、理解度を「笑っているかどうか」に
よって判断し動画の再生速度を調整するという着眼点には新規性が
あり、将来性が期待できる。外国語音声の内容が必ずしも笑いを誘
うものとは限らない点、笑うタイミングの問題等を考えると、「笑い」の
みを理解度の指標として用いることには限界があり、理解度を示す
指標の開発が今後の課題である。

論　文

横山　海晴 筑波大学大学院システム情報
学研究科情報理工学位プログ
ラム　修士2年
筑波大学システム情報系　教
授

　

著　者 所　属 評　価

志築　文太
郎

　

国内学会誌　情報処理学
会，情報処理学会論文誌，
2023年2月

令和05年

　

　

　

　

　

論文番号：610

（7）



電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第40回 最優秀賞

EmoBalloon - Conveying 
Emotional Arousal in 
Text Chats with Speech 
Balloons

青木　俊樹 東京大学　学部3年生 本論文は、テクストコミュニケーションにおいて聴覚障害を持つユー
ザーの感情伝達を支援するために、日本の漫画における吹き出しの
形状と感情表現の関連を分析したうえで「感情表現に応じた吹き出し
を自動的に生成するシステム」EmoBalloonを提案している。そして実
験によって提案システムによって生成された吹き出しは感情を伝える
手段として絵文字よりも有効であることを確認している。提案システ
ムの社会的意義、論文の完成度と申請者の貢献度から、テレコム学
際研究学生賞の最優秀賞にふさわしいと高く評価する。

論　文

中條　麟太
郎

崔　セミ

東京大学　学部 3年生

東京大学 産学協創推進本部
　特任研究員
Samsung Research　Staff 
Engineer

著　者 所　属 評　価

松井　克文

東京大学 大学院情報学環　
特任講師

Ari 
Hautasaari

国際会議　CHI Conference 
on Human Factors in 

 ComputingSystems (CHI ’
22), ACM，CHI ’22: 
Proceedings of the 2022 
CHI Conference on Human 
Factors in Computing 

 Systems，
2022年4月

令和06年 論文番号：609

第40回 入賞

asEars: Designing and 
Evaluating the User 
Experience of Wearable 
Assistive Devices for 
Single-Sided Deafness

高木　健 東京大学　大学院工学系研究
科　電気系工学専攻　博士課
程2年

片耳難聴者が快適に長時間使用できるメガネ型デバイス「asEars」を
開発し、受容性の観点から多角的に評価している。片耳難聴者の困
りごとの調査から研究を開始し、デバイスの開発を行い、当事者によ
る既存補聴器との比較実験を経て、より受容されやすい支援機器全
般の開発方針や評価方法を見出しており、学際研究として大きな意
義がある。受賞学生の本研究への貢献度は高く、テレコム学際研究
学生賞にふさわしいと高く評価する。

論　文

野崎　悦

HAUTASAA
RI ARI 
MARKK

レノボ・ジャパン合同会社　会
社員
東京大学　工学部　機械情報
工学科　学部4年
東京大学　大学院情報学環　
特任准教授

著　者 所　属 評　価

金井　智美

東京大学　医学部附属病院　
耳鼻咽喉科・頭頸部外科　准
教授

樫尾　明憲

国際会議　Proceedings of 
the 2023 CHI Conference 
on Human Factors in 
Computing Systems2023年4
月

令和06年

カーネギーメロン大学　ロボ
ティクス研究所　シニアプロ
ジェクト研究員

佐藤　大介

東京大学　医学部附属病院　
耳鼻咽喉科・頭頸部外科　助
教

鴨頭　輝

東京大学　医学部附属病院　
耳鼻咽喉科・頭頸部外科　助
教

浦中　司

東京大学　医学部附属病院　
耳鼻咽喉科・頭頸部外科　助
教

浦田　真次

東京大学　医学部附属病院　
耳鼻咽喉科・頭頸部外科　助
教

小山　一

論文番号：602
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第40回 入賞

リズム聴取で興奮・快感・
内的時間を表すエージェ
ントのもたらす共感性の
検討

石田　真子 関西大学大学院総合情報学
研究科　博士課程前期課程2
年（修士課程）

本論文は、音楽、特にリズムについて「エージェント」とユーザーの感
情との共感を視覚的に再現することによってユーザーの感動を高め
るという試みに成功している。評価実験によって各種の特性を確認し
ており、音楽研究分野に貢献する学際研究として、またリズムによる
感動という人間の感性的側面にAIを導入するという新規性に富む研
究として、テレコム学際研究学生賞にふさわしいと高く評価する。

論　文

竹村　響 株式会社ジークス大阪支社　
プログラマー
関西大学大学院総合情報学
研究科　教授

著　者 所　属 評　価

米澤　朋子

国内学会誌　ヒューマンイン
タフェース学会，論文誌
Vol.25 No.4（2023年11月号）
「若手研究者5特集論文」，
2023年11月

令和06年 論文番号：606

第40回 奨励賞

PrISM-Tracker: A 
Framework for 
Multimodal Procedure 
Tracking Using Wearable 
Sensors and State 
Transition Information 
with User-Driven 
Handling of Errors and 
Uncertainty

荒川　陸 Carnegie Mellon 
University　PhD student

料理や傷口のセルフケアなどの手順を支援する、ウェアラブルデバ
イスを利用した新たなマルチモーダル行動認識手法を提案してい
る。モデルが不確実性を識別した際に、ユーザーに対話を求めて
フィードバックを得ることにより、従来の行動認識モデルと比べて追
跡精度を大幅に向上させている。日常生活における多様な手順に対
して、本手法を適用するには課題もあるため、今後のさらなる研究に
期待する。

論　文

矢倉　大夢

Suzanne Nie

筑波大学　後期博士課程学生

Carnegie Mellon 
University　Research assistant
Carnegie Mellon 
University　Research Assistant

著　者 所　属 評　価

Vimal Mollyn

Case Western Reserve 
University　Research assistant

Emma 
Russell

海外学会誌　ACM，
Proceedings of the ACM on 
Interactive Mobile Wearable 
Ubiquitous Technology，
2022年12月

令和06年

Case Western Reserve 
University　Research assistant

Haarika A. 
Reddy

Boston University　Research 
assistant

Alexander 
K. Maytin

University Hospitals of 
Cleveland Department of 
Dermatology　Associate 
Professor

Bryan T. 
Carroll

Carnegie Mellon 
University　Senior Project 
Scientist

Bryan T. 
Carroll

Carnegie Mellon 
University　Associate 
Professor

Mayank Goel

論文番号：605
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第40回 奨励賞

LightSub: Unobtrusive 
Subtitles with Reduced 
Information and 
Decreased Eye 
Movement

西　優己 九州大学大学院システム情報
科学研究科　修士2年

聴覚障害者とって映画等の映像の字幕は重要な役割を果たす一
方、画面の情報量を増やし認知負荷が増大する課題がある。著者は
文章量を絞った字幕を画面中央に短時間提示する字幕システムを
提案している。画面の下や左右に字幕を提示する長年の慣習に対し
て、本論文は一石を投じた点で新規性がある。この提案は聴覚障碍
者にとって効果があると思われる。論文で取り上げられている番組の
数や種類の分析結果だけからはその有効性を判断するのは難しい
などいくつかの疑問の点はあるが、本論文の提案の新規性、実験の
計画と実施、また国際論文誌に掲載された点を高く評価する。今後さ
らに多くの論文を執筆されることを期待する。

論　文

中村　優吾

荒川　豊

九州大学大学院システム情報
科学研究院　助教
九州大学大学院システム情報
科学研究院　准教授
九州大学大学院システム情報
科学研究院　教授

著　者 所　属 評　価

福嶋　政期

海外学会誌　MDPI，
Multimodal Technologies 
and Interaction，
2024年6月

令和06年 論文番号：608

第41回 最優秀賞

CausalMob: Causal 
Human Mobility 
Prediction with LLMs-
derived Human 
Intentions toward Public 
Events

楊　暁杰 東京大学　大学院学際情報学
府　博士後期課程3年

公共イベントが人流に与える因果的影響を解析・予測する手法
「CausalMob」を提案しており、着眼点は新規的であり、独創性も高
い。また社会科学・情報科学を横断する学際性の高い研究である。
ニュース記事を用いた大規模実証実験により有効性を示している。
イベントの種類等による精度の違いといった課題はあるものの、社会
的意義、論文の完成度と申請者が中心的となって構築・実装・検証
を行った点も高く評価されることから、テレコム学際研究学生賞の最
優秀賞に相応しいと高く評価する。

論　文

葛　杭麗

Fan Zipei

東京大学　大学院情報学環・
学際情報学府　特任講師
東京大学　大学院情報学環・
学際情報学府　特任研究員
吉林大学　人工知能学院　教
授

著　者 所　属 評　価

Wang Jiawei

東京大学 空間情報科学研究
センター　講師

姜　仁河

海外学会誌　Association 
for Computing Machinery，
Proceedings of the 31st 
ACM SIGKDD Conference
on Knowledge Discovery 
and Data Mining, KDD 2025，
2025年7月

令和07年

東京大学 大学院情報学環・学
際情報学府　特任教授

柴崎　亮介

東京大学 大学院情報学環・学
際情報学府　教授

越塚　登

　

　

　

論文番号：604

第41回 入賞

Multiple Self-Avatar 
Effect: Effects of Using 
Diverse Self-Avatars on 
Memory Acquisition and 
Retention of Sign-
Language Gestures

瑞穂　嵩人 東京大学大学院情報理工学
系研究科　博士課程3年

VR空間における自己アバター体験が記憶形成・定着に及ぼす影響
を検討し、多重文脈効果を「環境」ではなく、「アバターの変化」として
導入した点に独自性がある。セルフアバター外見を変化させた条件
が、学習速度や長期記憶に影響することを示した。候補者は着想か
ら実験、解析、論文執筆、国際発表まで主体的に担っており、学生の
研究貢献も顕著である。テレコム学際研究学生賞にふさわしいと評
価する。

論　文

竹中　舜

葛岡　英明

東京大学大学院情報理工学
系研究科　修士課程2年
東京大学大学院情報理工学
系研究科　准教授
東京大学大学院情報理工学
系研究科　教授

著　者 所　属 評　価

鳴海　拓志

　

海外学会誌　IEEE，IEEE 
Transactions on 
Visualization and Computer 
Graphics，
2024年7月

令和07年

　

　

　

　

　

論文番号：610
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第41回 入賞

Transition ability to safe 
states reduces fear 
responses to height

藤野　美沙
子

大阪大学大学院　生命機能研
究科/国立研究開発法人情報
通信研究機構　5年一貫制博
士課程後期3年/協力研究員

VRを用いた高所環境において、被験者が自身で安全領域に移動可
能か否かの条件を操作し、生理指標および主観的恐怖評価という複
数の指標を用いて比較している。高所恐怖について、VRを活用した
単なる暴露療法を超えて、自身の行動で状況をコントロール可能で
あることで恐怖を低減可能かを検証している点は情動制御研究に新
たな視座を与えるものであり、テレコム学際研究学生賞にふさわしい
と高く評価する。

論　文

春野　雅彦 国立研究開発法人情報通信
研究機構/大阪大学大学院生
命機能研究科　脳情報通信融
合研究センター脳情報工学研
究室室長/連携講座　招へい
教授
　

　

著　者 所　属 評　価

　

海外学会誌　National 
Academy of Sciences，
Proceedings of the National 
Academyof Sciences 
(PNAS)，
2025年5月

令和07年

　

　

　

　

　

論文番号：601

第41回 奨励賞

Beyond scores: A 
modular RAG-based 
system for automatic 
short answer scoring 
with feedback

Menna 
Fateen

九州大学大学院システム情報
科学府知能情報工学専攻 博
士後期課程3年

大規模言語モデル（LLM）を利用した短答式自動採点システムを開
発している。LLMに与えるプロンプトを検索拡張生成（RAG）に基づき
効率よく高精度で探し出し、タスクに特化しないプロンプトを生成する
仕組みなどを考案している。受賞者は提案システムのアイデア、設
計、実装、評価、論文の執筆まで責任をもって実施した。また、学会
発表にも積極的である点を踏まえ、テレコム学際研究学生賞にふさ
わしいと評価する。

論　文

Bo Wang 九州大学　博士課程学生

 九州大学　准教授

　

著　者 所　属 評　価

 峯　恒憲

　

海外学会誌　IIEEE，IEEE 
Access，
2024年11月

令和07年

　

　

　

　

　

論文番号：603
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電気通信普及財団賞（テレコム学際研究学生賞）受賞論文

第41回 奨励賞

VR百人一首かるたの札
取り動作の数理モテ゛ル
解析と2種のルール下に
おけるケ゛ームスキル差
の調整への応用

丸山　礼華 津田塾大学 理学研究科　修
士1年

百人一首を対象にVR技術を用いてゲームスキル差を調整するという
着想が極めて独創的であり、Fittsの法則を適用可能な抽象レベルま
で理論化した点は修士1年生（執筆時）として際立っている。研究の
立案から論文執筆までの主導、査読付き論文10件、多数の受賞、未
踏スーパークリエータとしての実績から学生の寄与は極めて大きい。
研究者としての自律性と将来性は顕著であり、テレコム学際研究学
生賞にふさわしい。博士課程での発展を強く期待したい。

論　文

栗原　一貴 津田塾大学 学芸学部　教授

LINEヤフー株式会社　Human-
Computer Interaction チーム
リーダー
　

著　者 所　属 評　価

山中　祥太

　

国内学会誌　一般社団法人
日本ソフトウェア科学会，コ
ンピュータソフトウェア，
2025年1月

令和07年

　

　

　

　

　

論文番号：607
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